
１．はじめに	

1.1 研究背景	

	 國木田独歩が珍重した楢林の雑木林と、

度々洪水を引き起こしてきた暴れ川・神田

川であるが、これらは武蔵野台地を構成す

る主要な要素である。これらの武蔵野の林

や川は、かつて人々にとってどのような存

在で、どのように関わり合い暮らしてきた

のだろうか。そして人々はこの武蔵野の景

観をどのように認識していたのだろうか。 

1.2	 景観の定義	

	 本研究における「景観」とは、Leser(1984)

が示す「地生態系」・「生物生態系」・「人類

生態系」の３つの専門領域からなる「景観

生態系」のことである。これは視覚対象だ

けでなく人の五感に関わるものを含む。	 	

1.3	 関連の既往研究		

	 武蔵野台地の地形・地質に関しては貝塚

爽平(2011)によるところが大きく、武蔵野

台地の地形・地質・水に関して網羅されて

いるほか、神田川特有の非対称谷に関して

は久保（1988）が論じている。また、直良

(1954)が発見した江古田層は日本における

寒冷期を実証し植物相研究の端緒となった。	

	 神田川水系流域では多くの遺跡発掘調査

が行われ、それに伴う植生復原のための基

礎資料も蓄積されている。これらによって

集落・住居形態、土地利用、周辺植生と植

物利用などが明らかになり、古環境復原を

試みている研究も少なくない。自治体によ

る区史・市史では地域における考古学・歴

史学を統合した通史的役割が果たされてい

る。	

	 このように当地域に関しては膨大な資料

が各専門領域・各地域にあるものの武蔵野

台地東半部という広域を対象とし、領域横

断的な視点で、約 25000 年間という長期に

わたってのうつりかわりを論じている事例

は見られない。	

1.4	 研究目的	

	 本研究では武蔵野の景観がどのように移

り変わり、現在の景観が形成されたのかを

景観生態系の観点から解明し、人がどのよ

うに環境とかかわり合いながら暮らしてき

たかを明らかにすることを目的とする。	

1.5	 研究対象	

1.5.1	 研究地域の概要	

	 関東平野の南西部に位置する武蔵野台地
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は青梅市（標高約 180m）付近を扇頂とし、

緩傾斜で展開して、台地の東端は標高約

20m の急崖で沖積低地に臨む。その武蔵野

台地東半部の入り組んだ谷地に流れている

のが神田川で水系である。	

1.5.2	 対象時代	

	 本研究では、武蔵野台地上の景観変遷を

集落や植生の変化だけでなく地形地質や気

候変化も含めて研究を行うため、対象時代

は 旧 石 器 時 代 ・ 最 終 氷 期 最 盛 期 の

B.C.23000年頃から近現代までの約 25000

年間とする。 

 

２．研究手法	

	 本研究では、地形区分図・地質断面図等

の地形・地質学的資料、自然科学分析結果

から得られる植生復原のための基礎資料、

遺跡分布・絵図・古地図といった考古学・

歴史学がもたらした人の居住と土地利用に

関する史料、これら３つの専門領域に蓄積

されたデータを収集し、それらを統合して

得られる事実から時期ごとに景観復原を行

い景観模式図に描き示す。	

	

３．景観復原	

3.1．武蔵野台地と神田川水系の地形・地質

3.1.1	 武蔵野台地の地形・地質	

	 武蔵野台地は武蔵野礫層の上に火山灰の

ローム堆積し形成されたもので、形成時期

が古い順に多摩面、下末吉面、武蔵野面、

立川面とされ、武蔵野面はM１面、M２面、

M３面に３区分される。本研究で対象とし

ている神田川水系は約10万年前に離水し

形成されたM１面上に立地している。	

	 分厚いローム層のために、井戸を掘って

も水を得づらく、旧石器時代から多くの集

落が台地縁辺に立地してきたと言われてい

る。また、ローム層はアルミニウムや鉄を

多く含有している土壌のため米や麦の栽培

に適さず、根菜類等を主な農産物としてきた。	

3.1.2	 神田川水系の地形・地質	

	 武蔵野台地東部の標高 50〜60m のとこ

ろには池沼群が南北に分布し、この湧水か

ら流れ出る河川が台地面を侵食して台地を

刻むように発達した谷が、神田川とその支

流からなる神田川水系である。 

3.1.3.	 江古田層と模式地質断面図	

	 直良（1954）が描いた江古田層に関する

地質断面図は当該地域における古環境復原

のための貴重な資料である。これと谷の堆

積・侵食作用を踏まえて各時代の神田川水

系流域における谷地形の模式図を作成した。

これにより谷の傾斜は緩やかに、台地と谷

底の比高差は大きくなったことが読み取れ

る。本研究では景観生態系のうつりかわり

の観点から以下の６時期の景観復原を行う。	

a．旧石器時代	(B.C.23000 年頃)	

b．縄文時代中〜後期(B.C.4300〜1000年頃)	

c．	弥生時代〜古墳時代（B.C.300〜A.D.710年頃）	

d．古代・中世（710〜1590 年頃）	

e．近世（1590〜1868 年頃）	

f．近代（1868 年以降）	

尚、弥生時代頃にほぼ現在の地形になって

いたと考えられることから c〜f までは同

一の模式地質断面図を用いる。	



3.2−a．旧石器時代（B.C.23000 年頃）	

	 台地上では立川ローム層、谷底では江古

田第一泥炭層が形成された時期である。最

終氷期最盛期、約 25000 年前の気候は現在

の東京よりも寒冷で植生はそれを反映して、

台地上ではマツ属（単維管束亜属含む）・ト

ウヒ属が優占し、ツガ属・モミ属・スギ属

などが追随する針葉樹林が形成され、台地

から谷沿いにかけては、コナラ亜属コナラ

節・ブナ属などの落葉樹が生育、低地では

湿地部にハンノキ湿地林が生育していた。	

	 人々の暮らしの拠点は台地縁辺部に置か

れ、台地崖下の湧水を飲料水とし、その近

辺に作業場を形成するなど、地形の特性を

生かして狩猟採集中心の暮らしを営んだ。	

3.2 − b．縄文時代中〜晩期（B.C.4300〜

B.C.1000年頃）	 	

	 縄文時代に入り、台地の上には富士黒土

層が堆積し谷底には江古田第二泥炭層が形

成された。縄文時代中期〜後期にかけては

気候が温暖になり植生にもそれが反映され、

台地から斜面にかけてコナラ節などのナラ

類が優占の落葉広葉樹林、林床にはタケ亜

科、台地上の開けた場所には草地が広がり、

川筋にはトチノキ属が出現、低地にはハン

ノキ・トネリコ湿地林が見られた。谷底で

はヨシ属が多く見られ、カヤツリグサ科・

イネ科が追随した。居住地近辺で栽培し始

めたと思われるクリ・クヌギ節は、住居構

築材・燃焼材として使用され、クリは食糧

にもされた。当該時期の神田川水系流域各

所で台地縁辺の草地に拠点的大集落が形成

され、豊富な資源に恵まれ暮らした。がら	

3.2−c．弥生時代〜古墳時代	(B.C.1000〜710年頃)	

	 この頃には谷底に江古田第三泥炭層が形

成され、台地上の富士黒土層はさらに堆積

しほぼ現代の地形に近いものとなった。	

	 当時の植生は、台地上ではコナラ亜属優

勢の落葉広葉樹林で、低地周辺の台地や斜

面の開けたところには草本類や栽培種が増

加、斜面・谷筋にはトチノキなどが生育し、

低湿地ではハンノキ湿地林が広がっていた。

弥生時代には武蔵野台地にも稲作が伝播し、

水田開発のため低湿地のハンノキは伐採さ

れ始め、それに代わってイネ科の他、カヤ

ツリグサ科などが増加した。これは、稲作

を試みるも失敗し放棄された後に泥炭地化

し、雑草が繁茂したためだと思われる。	

	 弥生時代後期頃と古墳時代後期頃には神

田川水系流域はいくつもの大集落が存在し、

当時の集落内の住居の立地間隔等の集落形

態や住居形態も明らかになっている。建築

材・燃料材としてクリ・クヌギなどを、居

住地近辺から入手していたとされる。 

3.2−d．古代・中世（710〜1590 年頃）		

	 古墳時代から大きな地形の変化はない。

中世末期頃にかけての小氷期に伴い気候が

やや寒冷になり、定着し始めた稲作に影響

を及ぼしたと考えられる。	

	 台地上の植生は、コナラ節・クヌギ節を

主とした落葉広葉樹林から、次第に植林さ

れたマツ林・スギ林の二次林と草地へ変化

し、畑作の栽培種は多様化、低湿地ではヨ

シ属が激減し、ハンノキ湿地林は部分的に

残しつつイネ科・カヤツリグサ科などへ変

化した。 



3.2−e．近世（1590〜1868 年頃）		

	 地形は古代から大きな変化はしていない。

近世の武蔵野は、人の活動により原始林はほ

ぼ失われ、台地上には植林によるスギ・マ

ツ林、畑、住居（農家）と茅場、草地が増

加し、点在、低湿地では水田経営が行われ

た。クヌギ・コナラなどは減少し貧相な植

生となる。近郊農村としての大都市江戸と

の関係性を保ちつつ中世から続く純農村景

観は近代初頭まで続いたとされる。 

 

４．考察	

	 旧石器時代から中世までの間、景観生態

系は変化したのにもかかわらず人々の居住

域が水辺近くの台地縁辺であり続けたこと	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

		

	

と、武蔵野が大都市・江戸に対する近郊農

村として、中世頃から見られた純農村景観

が近代初頭まで保たれていたことは特筆に

3.2−f．近代（1868 年以降）	

	 近代の武蔵野の景観変化に大きな影響を

与えたのは、鉄道の敷設、1923 年（大正 12）

の関東大震災（その復興に伴う人口流入と

宅地開発）、区画整理、エネルギー革命であり、

これらはすべて近代化に由来するものである。

それまでの地形・地質・植生とは無関係に

開発が行われ、瞬く間に武蔵野の雑木林や

川沿いの水田は失われた。	

値する。また、近世までは景観生態系の中

で資源の循環が成り立っていたと言える。	

	

5.結論	

	 景観復原を通して 25000 年間の武蔵野台

地の人の暮らしと景観のうつりかわりにお	

ける４つの画期を設定できた。	 	

1．縄文時代における自然植生の人為化	

2．古代・中世の森林伐採と水田開発	

3．近世の上水設置による集住域の拡大	

4．近代化による景観の劇的変化	
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図	1	 景観復原模式断面図	


